
3,593 3,963 3,8903,794

■物流活動のCO2排出量と原単位の推移

■温室効果ガス（5ガス）排出量と原単位の推移

開発設計

活 動 の 歩 み

生　産 物　流

2 0 1 4年度目標値

48.4 t-co2/億円

2 0 1 4年度実績値

45.8t-co2/億円

低炭素社会の構築
気候変動による人・生物への影響が世界規模で懸念されています。東海理化グループでは自動車部
品を製造する会社として、自動車の使用時、製品の製造・輸送時に排出されるCO2を低減すること
は共通の課題と認識しグループ全体で活動を進めています。

●環境対応製品基準制定
●太陽光発電の導入
●コージェネレーションシステムの導入

●軽量化・小型化技術の開発
●エネルギーJITの推進
●生産工程のエアレス化
●シンプル・スリム・コンパクトな省エネ型ライン
●生産性向上活動
●照明のLED化
●からくり改善の推進

●次世代エコカー対応製品
●エネルギー供給のベストミックス
●再生可能エネルギーの利用拡大

排出量 原単位

過　去

現　在

今後の展開

2 0 1 4年度目標値

1.58 t-co2/億円

2 0 1 4年度実績値

1.54 t-co2/億円

2 0 1 4年度実績値

3.90 t-co2/億円

●低CO2生産技術の開発・導入と日常改善活動に
よるCO2低減活動の推進

●製品の軽量化・小型化設計の推進

●輸送効率の向上によるCO2低減活動の推進

●エネルギー起源以外の温室効果ガスの管理
 （SF６他）

2015年度2011年度比 4％低減CO2原単位

2015年度2012年度比 3％低減

輸送工程のCO2原単位

温室効果ガス排出量の集計における考え方は
エコデータファイルＰ.4を参照ください。
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■CO2排出量と原単位の推移

7,454 3,754 7,2299,787122,346 9,352

2014年度実績が増えたのは、売上構成
の変化によりSF6の排出量が増加したた
めです。2015年度は、SF6の切替えなど
により排出量を低減していきます。
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▲バイザカバー

■バイザカバー表面の比較（イメージ）

2 0 1 4 年 度 の 活 動 報 告

軽量化

E n v i r o n m e n t a l  R e p o r t

低炭素社会の構築 循環型社会の構築 環境保全と自然共生社会の構築 環境経営

燃費性能向上のための
軽量化・小型化製品の開発

　東海理化グループでは、製品の軽量化・小型化を進
め、燃費性能の向上に貢献しています。また、次世代エ
コカーへの対応を見据え、製品の形状や材料だけでな
く、内部構造や自動車への搭載性も考慮した環境性能
向上のための技術開発を進めています。

開発設計

生 産

バイザカバーの軽量化

　サイドミラーのバイザカバーの表
面コーティングをクロムめっきから
インジウム蒸着＋クリア塗装に変更
することにより、金属層を薄膜化、
約9%軽量化しました。

　内部のフェライトコアを駆動電流の高い小型品に変更し使用
素子を高機能タイプに変更することにより、全体的に小型化
し、従来品から大幅に軽量化しました。

省エネ活動の継続および専門分科会活動により
2014年度目標を達成

　当社では生産工程・事技部門での徹底した省エネ活動
を継続し、中長期目標2015年度2011年度比4%減の
達成をめざしています。2014年度は、従来の省エネ取
組みに加え、新たに省エネ専門分科会を立ち上げ、省エネ
活動を推進し、年度目標48.4t-CO2/億円を達成するこ
とができました。
 今後は次期中長期取組みプラン達成を視野に入れた省
エネ活動を推進していきます。

約9%

軽量化

キーフリーシステム
LFアンテナ※の軽量化

約53%

リトラクタの小型・軽量化

　シートベルト部品であるリトラクタの必要強度を確保したまま、
構成部品を小型化するとともに、フレーム肉抜き形状の最適化
を実施することにより、15%軽量化しました。また、この改善部
品は、グローバル仕様のリトラクタとしてTRQSS（アメリカ）、
TRCW（中国 無錫）にも展開しています。

約15%
軽量化

改善前 改善後

改善前 改善後

▲TRCZ（チェコ）のLED照明

※LFアンテナ：キーフリーシステム搭載車においてエンジン始動する際、室内から携帯キーに
照合用の電波を発信する機能を有する部品のこと。

改善前 改善後

　照明のLED化による省エネに取組んでいます。2014年度
は国内工場の他、グループ会社のTRCF・TRCW・TRCT（い
ずれも中国）、理嘉工業（台湾）、TRCZ（チェコ）、TRP（フィ
リピン）でもLED照明を導入しました。

照明のLED化拡大

リトラクタ横位置

LFアンテナ

リトラクタ正面（ベルト無）

金属
めっき層

樹脂素地

クロムめっき インジウム蒸着

インジウム
蒸着（金属）

樹脂素地 薄膜化
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　海外拠点であるTRT（タイ）において、日本の省エネ事例を
参考に実施しました。樹脂成形機のシリンダー部の排熱ロスに
注目し、断熱ジャケットを巻付け、放熱ロスを低減しました。
　これにより、エネルギー使用量を低減しました。





太陽光パネルの導入拡大

　東海理化のグループ会社であるエヌ・エス・ケイ、恵那東海理
化にて、太陽光パネルを新たに設置しました。
　現在、東海理化グループでは、計356kWの太陽光パネルを
設置しています。

※グリーン電力証書システムとは、自然エネルギーにより発電された電気の環境付加価値を、証書
発行事業者が第三者機関の認証を得て、「グリーン電力証書」という形で取引する仕組みです。

※公益財団法人世界自然保護基金ジャパン。地球温暖化防止や持続可能社会の形成を活動の
柱としている。

物　流

※1　六フッ化硫黄：化学式 SF6 で表される硫黄の六フッ化物である。地球温暖化係数は、二酸化
炭素の23,900倍と大きく京都議定書で削減対象の温室効果ガスの一つ。

※2　フッ化ケトン：地球温暖化係数は二酸化炭素と同程度で防燃効果が得られるガス。

SF6低減に向けたカバーガス切替

　キーシリンダーなどの素材であるマグネシウムの鋳造工程で
使用するカバーガスについて、従来の六フッ化硫黄※1に替え、
フッ化ケトン※2を主成分とするガスを2005年度に国内で初
めて導入し、順次切り替えを進めています。

効果的な物流体制を構築しCO2排出量を低減

　当社では、輸送形態やルートの見直しだけでなく、梱包
資材の形状や材質改善により荷量の軽量・小型化にも積
極的に取組んでいます。「ひとつでも多く収納する」こと
にこだわり、効率的な物流体制を構築することで製品輸
送時のCO２排出量の低減を進め、2015年度2012年
度比3％低減をめざしています。

自然エネルギーの活用

　本社の事務棟で使用する電力は、グリーン電
力証書システム※を活用し、バイオマスグリーン
電力を利用しています。
　また、本社、豊田工場、音羽工場には合計56
ｋWの太陽光パネルを設置しており、2014年
度は合計39,182kWhを発電しています。

コージェネレーションシステムの
活用

　コージェネレーションシステムは、一つの熱源より電力と熱を
供給するシステムであり、
電力と排熱の両方を有効
利用することで省エネル
ギー・CO2排出量の削減
ができます。また、電力需
要のピーク時に稼働させる
ことによって、商用系統の
電力負荷平準化に貢献し
ています。

約1,619
t-co2/年

温室効果ガス低減への取組み

　当社では、エネルギー使用にともなうCO2だけでな
く、京都議定書に示される温室効果ガス（５ガス）の排出
についても、対象ガスの代替化による削減活動や除外装
置設置による排出抑制の取組みを継続しています。
2014年度は、この取組みが評価され、WWFジャパン※

「企業の温暖化対策ランキング」（輸送用機器部門）にて
第7位にランクインしました。

7位

企業の温暖化対策ランキング
WWFジャパン

荷量ブレ検証による便統合
CO 2削減量

CO 2削減量
2.5 t-co2/年

　積載率に余裕を持たせて運行していたスズキKD便・PC
便の積載状況と両納入先への荷量ブレを検証し、統合する
ことによって年間2.5t-CO2を削減できました。

▲エヌ・エス・ケイ▲恵那東海理化

▲東海理化サービス（音羽）

▲本社B-1棟のコージェネレーションシステム

▲東海理化サービス（藤前）

発着地点

11tトラック1運行
65㎞×1運行

4tトラック2運行
65㎞×2運行

東海理化サービス
堤物流センター

愛知県豊田市

スズキ湖西
ＰＣ工場・ＫＤ工場

静岡県湖西市

改善前改善後
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